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内部統制の強化と組織風土改革

　当社は、新電力顧客情報の不適切な取扱い、独占禁止法違反行為を踏まえ、2023年5月、8月に業務改善計画を提出し、「公正な競争の実現に向けたトップコミットメント」のもと、再発防止策に掲げた
各取組みについて、計画どおり、確実に実施してきました。
　これらの取組みは、電力・ガス取引監視等委員会から、実効的に進めていると評価を受けました。また、2025年度までの取組みについては、外部人財が過半数を占める、取締役会、監査委員会お
よびコンプライアンス委員会で、個別の再発防止対策にとどまることなく、内部統制強化の取組みや組織風土改革の浸透・定着が進んでいることを確認しました。今後も、グループ全体で、ガバナン
ス強化とコンプライアンスの徹底に取り組んでいきます。

内部統制強化の取組み
　「内部統制部会」において①各職場において、一人ひとりの従業員が「気づく、言える、行動する」を実践できる環境づくり、②より実効的で持続可能な内部統制基盤の構築、③事業の多様性を活
かし、成長に資する企業集団の内部統制強化の3点を推進して、内部統制の仕組みを整えるとともに、自律的かつ継続的な改善活動に取り組んでいます。

各職場において、一人ひとりの従業員が「気づく、言
える、行動する」を実践できる環境づくり

　社内外の環境変化によって実態に合っていない、または非
効率になっているルールの見直しに内部統制部会として取り
組みました。また、内部統制の浸透に向け、第一線職場への
対話活動にも取り組んでいます。

より実効的で持続可能な内部統制基盤の構築 

　当社グループの事業活動に大きく影響を与える重要リスク
の抽出や管理状況の把握・評価に取り組みました。 

（P.77リスクマネジメント参照）
　また、業務に影響がある法令改正情報を入手し、社内標準
などの改正案を作成する仕組みを整備しました。この取組み
により業務品質と効率性の両面での高度化を進めています。
さらに、法令改正情報の把握に向けた取組みは、グループ会
社へも同様に展開し、グループ一体となった法令遵守を推進
していきます。

事業の多様性を活かし、 
成長に資する企業集団の内部統制強化

　リスクレベルや成熟度に応じ、親会社として適切なサポー
トもおこないながら、多様な事業を営む当社グループの各社
のリスクオーナーを軸とした内部統制を強化するため、グルー
プ会社役員研修の充実、グループ会社とのコミュニケーション
を通じた内部統制・リスク管理の基本機能のモニタリングや、
グループ個社の状況に応じた重点的な支援を実施していま
す。

コンプライアンスビジョン概念図 グループ会社役員研修

Kansai Electric Power Group 
Integrated Report 2026 Index



表紙

目次・編集方針

1. 関西電力グループについて

2. 社長メッセージ

3. 成長戦略

4. ゼロカーボンへの挑戦等

5. 経営基盤

6. コーポレート・ガバナンス
社外取締役座談会

取締役一覧

コーポレート・ガバナンス体制

内部統制の強化と組織風土改革

コンプライアンス

リスクマネジメント

人権の尊重

7. 財務・企業情報

独立業務実施者の保証報告書

内部統制の強化と組織風土改革

組織風土改革の取組み
　当社は、一連の不適切事象の再発防止対策として、業務改善計画に基づき、内部統制の強
化とあわせて組織風土改革を推進しています。役員・従業員一人ひとりが「気づく、言える、行
動する」を自然と実践しつつ、誇りとやりがいを持ち、いきいきと安心して仕事ができる組織を
創り上げることに加え、社外の方々から「ええやん！関電」と言っていただける会社を目指し、取
組みを進めています。
　2023年7月の「組織風土改革会議」新設以降、複数部門が連携
して抽出した重要課題（業務過多の常態化、硬直的・同質的な組織 

など）の解消に向けた、制度・仕組みの見直しに加え、ロゴ・ポスター
でのスローガン掲出や研修、エンゲージメントサーベイの導入など、
改革の「自分事化」および各職場での取組み実践・定着を働きかけ
る施策を展開してきました。
　2025年度には、全社一律の施策に加えて、エンゲージメントサーベイを活用した各職場での
自律的な取組みを推進しました。
　今後も、各職場・各従業員に改革のベースとなる火を灯し、維持・共有し、さらに火を大きく
するための取組みを実施していきます。

KPIの推移
　組織風土改革において定着させたいアクションとしている「気づく、言える、行動する」の実
践状況に関する指数（KPI）は、2025年度59％となり、目標としていた70％には未達となりま
した。
　一方で、KPIを構成する各要素には着実な進捗が見られることから、引き続き取組みを推進
するとともに、KPIについては組織風土改革の定着度や事業成果への影響を端的に評価できる
方法に見直していきます。

推進体制

取組みフェーズ

社内掲示ポスター

スローガンロゴマーク

2025年度

2024年度

4. 火を大きくする

社内で新たな取組みが 
生まれ続ける

3. 火を共有する

取組みが 
職場間で共有される

2. 火を灯し続ける

職場での取組みが 
継続される

1. ベースの火を灯す

各職場が変わる方向と 
意味を知る

必要に応じた 
報告・議論

全社施策の 
実施・支援・ 
情報発信

取組み状況の
共有

組織風土改革会議
（社長以下の経営層）

•  取組みの状況確認、重要事
項の議論・決定

•  従業員の取組みの後押し

各職場
（従業員一人ひとり）

•  各職場の課題を踏まえた自
律的な取組み推進

組織風土
改革室
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組織風土改革 2025年度の進捗
　2025年度は、各職場の自律的な取組みを後押しし、改革の火を社内に広げていくことを目的とした各種施策を展開しました。

2026年度以降も、エンゲージメントサーベイを活用した各職場の自律的な取組みを中心に、 
それらを支援することで組織風土改革が持続的な取組みとなるよう、働きかけを続けていき 

ます。

取組み①  
エンゲージメントサーベイを活用した各職場の取組み

　エンゲージメントサーベイによって可視化された各職場の
課題（例 業務の属人化、自職場の使命・目標の浸透不足 な
ど）に対し、職場一体となって改善策を検討・実施しています。
取組みを通じて、改革の「自分事化」や自律的な活動の拡大
を目指しています。
　加えて、各職場における取組み事例の共有や伴走支援な
どを展開し、改善活動のさらなる定着・深化を図っています。

取組み②  
心理的安全性の醸成

　2024年度に引き続き、2025年度は役職者向け「認め・褒
めるコミュニケーション講座」や、選択型研修「心理的安全
性研修」を実施しました。
　また「認め・褒める」が自然発生するきっかけづくりを目的
に、サンクスカードツール「ええやん！ギフト」を導入しました。
認め・褒める機会を増やすことで、安心して発言・挑戦できる
職場づくりにつなげています。

取組み③  
全社イベント「ええやん！Day」の開催

　「組織風土改革を、本音で語る一日」をテーマに、改革の
火を灯し、全社へ共有・拡大することを目的とした全社イベン
トを開催しました。
　チームを牽引した経験を有する著名人と社長との対談に加
え、寄せられた1,000件を超える「ええやん！」な取組み事例
の中から、約13,000票に及ぶ従業員投票によって選出され
たものを表彰しました。
　95拠点・約2,800名の従業員が参加し、「やってみる気持
ちが高まった」という声が多数寄せられました。

受賞歴

• （株）ZENtech主催　心理的安全性AWARD2025
ゴールドリング賞 受賞※1

• （株）リンクアンドモチベーション主催
Best Motivation Company Award 2026
Motivation Company賞（大手企業部門）受賞※2

※1 関西電力（株）受賞
※2 関西電力（株）、関西電力送配電（株）受賞
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